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【課題の概要】 

 本研究では、非ヒト科霊長類において、脊髄損傷モデル、依

存症モデル、精神疾患関連遺伝子欠損モデルを作製し、障害の

神経機構の解明と、それに立脚した治療的可塑性の誘導を試み

るものである。電気生理学、２重感染トレーシング、イメージ

ング、薬理遺伝学、行動解析、シングルセル解析などの最先端

技術を駆使し、因果関係に迫る病態回路研究を遂行する。 

 

【学術的意義、期待される研究成果等】 

 応募者は、これまで脊髄損傷モデルに関する大規模神経回路

再編成について、画期的な研究成果を得ている。本研究では、

この回復過程のメカニズムを分子、細胞、回路、行動の階層ま

で解明できるようにデザインしており、メカニズムに立脚した

ヒト精神神経疾患の治療戦略の開発にパラダイムシフトを起こ

し得る成果が期待される。 

 


